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論文内容の要旨
〔目的〕
Candida albica nS に対する食細胞(多核白血球を用いた)の食作用及び食殺菌作用におよぼす補体
の関与を検討することを目的とし その為分析の手段として新しく食作用及び食殺菌作用の測定方法
を開発した。
〔方法ならび、に成績〕
食作用の測定一一一食作用とは量の問題である。すなわち 1 個の食細胞がどのくらいの量の微生物も
しくは異物を摂取し得るかを測定することである。筆者は従来の顕微鏡の検査とは異った方法を開発
した。 3H- ウリジンの取り込みと Candida albicans (C. albicans) の細胞数が直線関係であること，
一度，食細胞に摂取された C. albicans は生存しているにもかかわらず，ウリジンを培養液から取込
みがないこと，第 3 に食細胞によるウリジンの取込みは C. albicans によ奇取込みにくらべ無視でき
ること，等から食細胞による食作用の機能を測定した。
食殺菌作用とは質の問題である。すなわち摂取された一定量の物質を与えられた時間内に，どのく
らい消化(もしくは殺菌)し得るかである。 C. albicans は放射性物質クロミウム (51Cr.) を取込み，
クロミウムは C. albicans の死亡後上清に放出される。従って食殺菌後クロミウムの放射能を測定す
ることにより，食殺菌の程度を測定した。この方法は従来の方法ともよく一致した。
補体の役割については熱処理した血清 (56 0C30分) Zymosan 処理， C2欠損， C 3欠損，及び、C6欠損
の血清を用い分析した。
結果は以下の通りである。
n吋d
(1)補体欠損血清は，食作用に影響を与えない。ということは C. albicans に対するオプソニンは補
体成分ではなしミ。(しかし筆者の最近の研究ではパン酵母を用いると，補体欠損はオプソニン欠損
をも伴う)。
(2) 熱処理した (560C ， 30分)血清は食殺菌作用活性をもたない。
(食殺菌作用補助物質の不活性化)
(3) C5以下の補体 (C5- 9 ) は食殺菌作用補助物質としての活性をもたない。
(4) 低濃度 (2.5% )のC 2欠損血清は食殺菌作用補助活性はないが高濃度 (5 %)では存在することから
C. albicans は直接 Alternative pathway を活化性することができる。
(5) C3欠損血清は，食殺菌作用補助活性はいかなる濃度でも存在しない。
(6) 単離したC3 を加えることで C3欠損血清の食殺菌作用補助活性がもとに正常化する。
以上のことから C. albicans に関する限り，オプソニンと食殺菌作用補助物質は全くちがった物質
であることが分る。
〔総括〕
従来の食作用，食殺菌作用への測定法とは異った新しい方法を開発した。この方法を用いれば 1 種
類の微生物に対する食細胞の食作用及び食殺菌作用を別々に， しかも同時に測定可能で、ある。また従
来の方法よりもはるかに容易であり客観的に測定できる。その上使用する白血球の数はより少なくて
測定できるため臨床上の検査にも使用できる。ということは，上記結果の様に C3欠損もしくは不全が
もし存在すれば，この方法によってある程度診断に利用することも可能であることを示した。
オプソニンと食殺菌作用補助物質との関係が従来はっきりしていなかったが，この研究により C.
albicans に関するかぎり，明らかに別々の物質であることが分った。
従ってオプソニンとは血清中に存在する物質で，食作用の準備に必要な物質を言い，食殺菌作用補
助物質とは，血清中に存在する物質で食殺菌作用を補助する物質を呼ぶ。
論文の審査結果の要旨
本研究はヒト多核白血球による Candida albicans の食作用と殺菌作用を調べたもので，先づ食作
用は 3H- ウリジンの取込みにより，殺菌作用は 51Cr の遊離によって測定する方法を確立した。これら
の方法は微量の試料で簡易に客観的に測定できるすぐれた方法である。
これらの方法によって次に食作用には補体は関与せず，殺菌作用には補体第 3 成分が関与すること
を明らかにした。
食作用と殺菌作用が異なったメカニズムによって起ることを明らかにした創意に富む研究であり，
また臨床検査にも有力な手段を提供するもので高く評価される。
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